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次の写真は，Y子である
下の写真は，T子である
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る子どもがたくさんいた。二本橋渡りの場合は，
足をズリズリと引きずって歩いても大丈夫である
が，Ｙ子のような歩き方をするためには，空中で
一瞬片足立ちになる瞬間が生まれる。この歩き方
の方が，はるかに難しいのである。
　つまり，子どもはしばらく練習しなかったから
出来なくなったのではなく，「前よりも質の高い
ものに挑戦するようになったから落ちるように見
えているのだ」ということである。このことを通
して，保育士が表面的はとらえ方を変え，量と質
との関係で保育の出来事をとらえるようになって
いった。
（２）足型の比較から
　次の足型は，（１）の二本橋渡りをしていたＴ
子のものである。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ϫ ࡲ࡜ࡵ࡜ࡋ࡚ 
２歳 2ヶ月（11 月）　　２歳０ヶ月（９月）
　T子９月には，土ちふまずはできていなかった
のであるが，１１月になると，土ふまずが形成さ
れ，両足で立つバランスが良くなっていることが
わかるのではないだろうか。
　また，９月の足形は指が小指まではっきりと
映っていない。それは，指の力がまだ弱く，身体
を支えられないため，一本橋をうまく渡ることが
出来なかったのである。しかし，１１月には見事
に支えながら一本橋で歩く姿を見ることが出来る
ようになっていった。
Ⅳ　まとめとして
　乳幼児の子どもたちにとって，睡眠と覚醒のリ
ズムを正してあげることや，散歩などの運動を科
学的にとらえ，ホルモン分泌が出やすくする取り
組みをすることが大切であり，子どもたちの「メ
ラトニン分泌量」が，脳の発達に大きな影響を与
えるもわかった。
　あわせて，「量から質への転化」という保育の
新しい視点が大事であることも見えてきた。これ
からの保育は，科学的にとらえると同時に，小学
校への接続を様々な側面から考える状況になって
いる。
　簡単ではあるが，研究助成の報告書としたい。
【参考文献と資料】
（１）野井真吾・鹿野晶子他　「2013　日本体育
大学紀要　P116」
『最近の小学生における高次神経活動の特徴：
go/no-go 実験における誤反応と型判定を基に』
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